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５月例会のご報告 

5月例会は、5月 10日（日）１３時１５分～ 番町市民活動センターで開催しました。 

 参加者 24家族、26名 

 

◇準備会 １０時～ 

 風、薫る季節ですね。過ごしやすい季節となりました。さて、今年度のいっぷく会は、「家族会の意 

義を問う」をコンセプトに活動しています。試行錯誤中です！よりよい方向にいきたいですね。 

 

◇連続学習会 

        テーマ：「家族会のこれまでとこれから」 

        講師 ：三森 重則 氏 

               ひきこもり問題総合支援 NPO法人 サンフォレスト理事 

 

【いっぷく会の活動目的】 

・会員相互の交流、支え合いの推進と解決策の模索 

・ひきこもり関連の情報の収集と提供 

・ひきこもり関連の支援施設（NPO団体、公共施設、医療、福祉施設、カウンセラー等の専門家）とネ 

ットワーク作り 

・行政をはじめ、広く市民にひきこもり問題を訴えていく。 

 

【家族支援のポイント】、【ひきこもりから学ぶ】、【いっぷく会の組織】、【いっぷく会を運営する 

ための仕事】、【いっぷく会の歴史】のお話 

 

【今までの成果】 

・24年間の活動は歴代の役員、会員の方々の努力によるもの→継続は力なり 

・自主運営による親自身の成長・親同士のきずなの強まり 

・マスコミ、行政機関に対しても不十分ながら働きかけが出来た。 

・会員の方々の表情が明るく、穏やかになった。 

 

【課題】 

・ひきこもり問題支援全体の行方→厚労省のひきこもり問題の取り組みの大きな転換 

・「いっぷく会」組織の課題→家族会の原点の再確認とさらなる充実（ＮＰＯ化、事務局機能の強化等） 

・行政機関、マスコミ等との積極的な交流連携 

・活動を支える、人材・場と資金力 

・会員に対するケアーとしての課題 

・「ひきこもり」の研究の重要性 

 

い っ ぷ く 会 便 り 

本会の活動は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて運営しています 
 

<６月号>  令和８年６月 1日 発行  

KHJ静岡県いっぷく会（NPO法人全国ひきこもり家族会連合会静岡県支部） 

会長 中村 彰男               「いっぷく会」のホームページ http://ippukukai.com 
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【連続学習会の意味、個別面談・訪問サポートの関係】 

・連続学習会→当事者の立ち直りに必要な家族の配慮や支援の考え方・仕方の一般論 

・家族会のミーティングや、地区会で、会員同士の交流 

・各家庭・本人の事情にあわせた対応→個別相談、訪問サポート 

・家族会・例会←（相互的な良い循環）→個別面接相談・訪問サポート 

 

 

【次年度に向けての私の提案】 

・連続学習会のコース分け 

・基礎コース（今までと同じ）、応用コースの２コースにする。 

・会組織の強化（事務局の強化、NPO化の検討、他） 

・県・市との連携の模索 

・居場所・訪問サポートの実施に向けての検討・研究。 

 

◇グループ別話し合い 

 

 

皆様からの感想です。 

 

・いっぷく会のなりたちについて知ることができ、良かった。たくさんの経験、知識がある方々が多く 

いるので、困りごとがある時に相談していきたいと思う。 

・風船の柴崎です。みなさんのムード、お話、とても良かったです。 

・「いっぷく会」の NPO化について 

 事務局機能の強化化、又強大化は大変頼もしいのですが、資金力の面で会費の負担が増すのでないか 

不安。 

 

・次年度に向けての提案の中で、県・市との連携が大いに効果的なものに思います。幅広い選択肢が増 

すと思う。 

・三森さんのいう後半（ひきこもりが社会参加してから）の話がききたい。 

 

・「無条件の肯定的関心」という、いっぷく会のベースとなる考え方がどのようにして生まれて行った 

のか、又、当時の会員の方々の切羽詰まる思い、月 2回も学習会をしていた当時の役員さんの熱意を 

感じることが出来ました。 

いっぷく会の原点とは？と考えた時、「同じ悩みを持つ家族が支え合うこと」に尽きると思います。 

会の課題として新旧の会員が同じ学習内容でいいのかという問題も確かにあります。しかし、＜支え 

合う＞という一点に絞れば経験のある方がピアサポートとしてご自分の経験を話し、新しい方が悩み 

を吐露する場であれば、お互いに理解し合い、経験が財産となり支え合うことが出来るだろうと思い 

ます。今後そういう語らいの場を増やしていきたいと思っています。 
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中部地区会のご報告 

５月２４日（日）１３：３０～１６：３０ あざれあ茶室 

参加者は、会員３名、心理師会から藤崎先生 

「全肯定」、「親の生き方」について話しました。「子供の気持ち」には全肯定、「子供の行動、要求」

には、全肯定できない場合もあるということでした。日常生活の中で、その見極めは難しく、判断にも迷

います。「家庭」中心に生きてきた昭和の母の生き方は、時として子供を振り回し振り回され、共依存に

なりがちでした。今日は「自分は自分自身に生き、他（子供）の人は他の人自身に生きる」生き方の話を

ききました。 

 

 

日時 ：令和８年７月１２日（日） 13：00 ～ 16：00  (受付 12:45～)   

会場 ：静岡市番町市民活動センター ２F  大会議室 

◆連続学習会 

「今より一歩前へ ～安心して踏み出せるための支援～」 

 ＜講師＞ 久米 典子氏 （K-LINK代表、公認心理師、臨床心理士） 

           国家資格キャリアコンサルタント、２級キャリア・コンサルティング 

技能士、シニア産業カウンセラー、両立支援コーディネーター等 
 

これまでに延べ 10,000人を超える個別面談を実施する等、多くの求職者、労働者の 

ニーズに対応された実績があります。ハローワークをはじめとする就労支援機関、 

企業内等での相談活動とともに、セミナーについては、メンタルヘルス、就労支援等 

のテーマを中心に幅広く活躍されています。 
 

尚、当日は 10時より同場所で準備会を行っています。配布物の準備やら、話し合いを行 

ったりしていますので是非お出かけ下さい。例会時とは一味違った雰囲気で、気軽な話も 

できます。皆さんの参加をお待ちしています。 

今月から開始時間、終了時間が変わります。ご注意ください！ 

 

７月例会のお知らせ 

                             （次回例会までの予定などをお知らせしています） 

◇会員交流の場「地区会」 
 
・中部地区 ７月２６日（日）１３：３０ ～ １６：３０ 

       静岡県男女共同参画センター「あざれあ」茶室   

参加心理師 久米 典子氏 

＊たくさんのキャリア、実績をもつ久米先生との交流、個別相談も実施予定。 

予約無。出入り時間自由。 
 

・東部地区 ６月２８日（日）１３：３０ ～ １６：３０ 

富士市富士駅北まちづくりセンター小研修室 

予約は不要、遅れる人だけ味岡にショートメールを 090-9223-2873 
 

◇公認心理師協会の個別相談 
 
・東部地区 ７月１８日（土）１３：３０～、１５：００～ 

富士市フィランセ東館２階介護面談室 

担当心理師 久保先生    申し込みは味岡まで、090-9223-2873 

お知らせコーナー 
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「いっぷくサロン」  
 気軽にお出かけください（当番がいます） 

毎週木曜日 午後1時～4時（祝日は除く） 

 番町市民活動センター２F  いっぷく会事務所 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
《会長一言》 
 
「私にはやり残した仕事はありません・・・」から始まり「・・・幸せでした。ありがとう。」で締

めくくられている。あるお別れの会で披露された遺書である。高名な弁護士でしたが、多方面でご活

躍をされ、私ともその辺りで接点があった次第です。かく在りたいと願いつつも、私なんぞ望むべく

もないこと。振り返ってみればタラレバの繰り返し、失敗・後悔の連続人生です。 

最近毎晩のように夢を見るのですが、悲しいかな楽しい夢など一つもありません、皆さんは如何です

か？ ネガティブな表現ばかりで申し訳ありませんが、私たちは息子・娘に何を言い残すことができ

るのでしょうか？  

朗報を一つ。長くいっぷく会の会員として貢献して頂き、昨年高齢を理由に退会されたＮさんから、

この度多額の寄付金を頂きました。誠に有り難く感謝に堪えません。大切に使わせて頂きますととも

に、これからもよろしくお願いします。 

いっぷく会は、会員制で会員の会費で運営されています。会員以外の方もご参加されることは大いに歓迎してい

ますが、その場合は参加費を一回1000円負担して頂いています。ただし初回は体験として無料で参加いただけ

ます。そして年会費8000円（年度途中での加入は月割額700円）で、加入していただければその後の参加費は

無料です。詳しくは事務局まで問い合わせ下さい。 

事務局 E-mail：ippuku-kai@outlook.jp 電話 090-6081-0766 

       

 

 
オヤジの会 

６/２１（日）14時～ 

もっとグチを言い合いましょう 

 
Gカウンセリング  
７/１９（日）13時～ 

（奇数月第 3日曜日に変更） 

 
CRAFT勉強会  

８/４（火）14時～ 
（★７/７(火)は中止） 

 

           新しい

企画で県との連携を強化 

 


